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   Ultrasonic procedures in urological diseases are simple, safe and painless for patient. 
The diagnostic results were discussed on the basis of the echoes obtained in the scanning of 
the foreign body in the bladder, the bladder stone and the solitay cyst of the kidney. Ultra-
soinc examinations anticipated to scan the exposed kidney with a stone during surgery were 
able to clearify the localization of the stone, and thus made the stone to remove easily.
緒 言
近年におけ る診断技術はめざましく,X線 検
査,内 視鏡検査,同 位元素 による検査等,各 方
面のすば らしい発達があ る。一方,古 来 より打
診,聴 診 とい う,簡 単で安全,か つ患老に苦痛
のない音に よる診断法がある.最 近注 日を浴び
るようになつて来た超音波診断法 は,医 用電子
器械 の発達によるもので,打 診,聴 診法の一大
進歩 とい うべ きものである.こ れは打診,聴 診
の如 く患者 に全 く苦痛がな く,軟 部組織 や各 内
臓の形態学的変 化を得 る事が出来 る.こ の超音
波は第一次世界大戦 では潜水艦発見法 として軍
事 目的に使用 され たが第二次大戦後は測深器,
魚群探知器,金 属探傷器 として海洋学,水 産,
工 学方而に平和 目的 として広 く応用 され るよう
になつ た.こ れ を医学 の診断法 として応用 され
は じめたのはGohrandWedekind(1940),
Dussik(1942)等で あり,1950年前 後 よ り
Ballantine,Wild等より広 く用いられ るよう
になり,本 邦ににおいては菊池(東 北大学電 気
通信研究所),和 賀井(順 天堂大学外科),内
田(日 本無線)等 に よつて,1951年より研究が
は じめ られ,殊 に胆石症,脳 腫瘍,乳 線腫瘍等





が尿石症 の診断法 として発表 しでい る他,こ の
方法 を応用 してい る報告 を見 ないように考 えら
れ る.著 者等は昨年秋(1962)より,泌 尿器科
疾患 の超音波診断法を試み て来 たので,自 験例
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波断層写 真Ultrasono・Tomogramを得 る こ との 出来
る装置 で あ る.
(3)孤立性 腎 嚢 腫(Fig,3,4)
561
自 験 例
実験 的な 検索 を 行つ た 後,2,3の 泌 尿 器 科疾 患 に
対 し超 音波 診 断法 を 試 みた.探 触 子probeは2,25MC
を使用 した ・下 記 に これ らの 結果 を記 述 す る.















探触子 を 生 食水 で 湿 潤 に し て,テ ス トピ ースに 当 て
て,深 度 を 決定 す る.こ の テ ス トピース の 厚 さは 人体
の5cmに 相 当 して い る.こ れ に よつ て テ ス トピー ス
の表面,底 面 及 び 中間 の 間 隙部 よ りの エ コー が 得 ら
れ,深 度 の決 定 を な した.
② 予備 実 験
水 を入れ た ビー カ内 に結 石 をつ る し,そ の 時 の エ コ
ーを検 した .水 中 と人 体 と の超 音 波 伝播 速 度 は略 々近
似 してい る こ とが 知 られ て い る.水 表 面,結 石及 び ピ
hカの底 面 の エ コ ーを得 て,そ の 深 度 も結 石 が5cm,













































⑥ 腎 結 石





























手 術時 に腎 を露 出 して,腎 表 面 に直 接 に探 触 子 を当
て,超 音 波で 検 す る と,腎 表 面,結 石,腎 後 面 のエ コ
一ーh:見られ,結 石 は腎 表 面 よ り2.5cmの 部位 に存在
す る こ とを示 した.
第2例:左 腎 結 石,31才,男 子
前 例 同様 に,手 術 中に 腎 を露 出 し,超 音 波 で検 して
エ コー よ り,結 石 が 腎表 面 よ り4cmの 処 に 存在 す る
の を確 認 した.
考 按
本邦 においては,前 述 の如 く1951年より和賀
井等に より,脳 腫瘍,胆 石症等 に関 して多 くの
研究 があ る.殊 に最近ではAス コープ方式 にて
はエ コーの解読 に困難 を感ず る場 合 が あ り,
Bス コー プ方式 に よる超音波断層写 真 撮 影 法
Ultrasono-Tomographyに努力が向けられる
ようになつてい るが,著 者等はBス コープを有
してお らないのでAス コープ方式のみによる超
音波診断法を試みた ものである.
結石 に対 しては,別 出標本 を ビーカ内の水中
につ るしてエ コーを検 し,生 体 内 の ものでは
膀胱 結石,腎 結石 のエ コーを検 して,夫 々のエ
コーを得た.胆 石症 におけ る報告 では,摘 出標
本に ては表 面平滑 なものは鋭いエ コーが,表 面
粗 なもの或は多数 ては多峰性 のエ コーが得 られ
るが,生 体内ではその大 い さ,数 の如何に抱 ら
ず概ね鋭 い一つ のエ コーとして検 出されること
が多 い と述べ られ ている.著 者等 は実施例数が
未だ僅少 で,確 定的 な事は云えないが,巨 大な
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膀胱結石,腎 結石 の1例 では多峰性 のエ コーを
示し,腎 結石 の他 の1例,ビ ーカ内の結石 では
比較的鋭なエコーを示 した.膀 胱異物 は多峰性
のエコーであつ た.
腎結石2例 は手術中に腎を露 出 し た 時 に エ
コーを検 したもので,腎 表面 よりの深度を測定
し,結 石介在部位 を明 らかに して,手 術を容易
にならしめた.Schlegel等も同様 の事実を述
べている.
腫瘍のエ コー としては次 の事が報告 されてい
る.即 ち,悪 性腫瘍 は濃密 な悪性細胞の存在,
細胞の不揃 い,細 胞配列の不揃 い,間 質 の 増
加,壊 死,出 血等複雑 な構造 を有 するため,一
般に音響学的に不均一 な組織 である.従 つてエ
コーはAス コー プでは複雑 な多峰像を呈 し,B
スコープでは濃厚 な連続的映像 として認め られ
るのに対 し,良 性腫瘍 は一般 に音響学的に均一
な組織であ るため,Aス コープでは表面及び底
面のエ コーを,Bス コープでは境界面のみの中
空な映像 として検 出され,嚢 腫は殊に この傾 向
が顕著であ るという.著 者等 の別除せ る孤立性
腎嚢腫では,嚢 腫部に一致 して,表 面及 び底面




患 の診断に応 用 した.即 ち,膀 胱異物,膀 胱結
石,孤 立性腎嚢腫のエ コーを検 出 して,診 断的
価値を述べ,更 に腎結石手術中に露出腎のエコ
ーより,結 石部位を明 らかに して,手 術 を容易
にす ることが出来 た.か くの如 く,本法は簡単,
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